
体幹部の症状を、手足のツボに引く

和方鍼灸の基本
（１）「 出ているツボ 」を見つける（出ているツボ＝阿是穴）
（２）手足に引く 
（３）陽に引く

◎「手足に引く」「陽に引く」の「引く」とは

「鍼刺すに 心で刺すな 手で引くな 引くも引かぬも 指にまかせよ」（杉山和一検校）

「鍼は邪気を退くるものなり」（『鍼灸重宝記』）※手足末端に邪気を引いて患部から退ける

「病さかんなれば まず遠き所より引く」（『鍼道発秘』）

「邪気の至るや緊にして疾く 穀気の至るや徐にして和す」（『杉山真伝流』皆伝之巻「鍼法察要」）

「手足の陽経引く」・・・鍼術の基本中の基本であり、要（かなめ）です

①症状：肩胛骨・鎖骨から上なら、手の陽経に引く
　　　　腰など下半身　　　なら、足の陽経に引く
　　　　（首や腰の動作制限などがモデルにむく）
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②症状の場所：左→左手（足）、右→右手（足）
　　　　　　　前→陽明、横→少陽、後ろ→太陽

③えらんだ経絡の筋肉の溝にそって、肘・膝から手首・足首に指を滑らせ
　ヘコんだ、ベタベタした、黒ずんだ、押して痛いところを探す
　２，３みつかったら、イヤな感じの強いほう、ヘコみの深いほう

④押し手をしっかり、軽く1,2回弾入、静かにすっと刺入
　変化があったら、深さを変えず横ゆらしなどしてから
　ゆっくり抜いてくる　
（刺鍼中に頭首手足を動かしてもらっても良い→運動鍼）

⑤刺鍼したところと患部の痛みや動作制限などは、変化したか
　　ヘコみ　：浅くなったか、弾力が出たか
　　ベタベタ：サラサラしたか
　　黒ずみ　：明るくなったか
　　痛さ　　：少なくなったか
　　動作制限：可動域が広がったか
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